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公認大会である筑波大学オリエンテ
ーリング大会や静岡県で開催された
ねんりんピック協賛大会と日程が重
複したにも関わらず、150 名を越える
参加者があり、高い信頼性を実証し
た。岡崎中央総合公園を競技センタ
ーとし、公園の北東部に接する山野
を使って行われた。(写真は M50A 優
勝新家さん) 
 

全日本リレー選手権大会 
東海地区の戦いぶり 
 11 月 5日神戸市の再度公園で開催さ
れた全日本リレーオリエンテーリング
選手権大会では、東海 4 県から選手権
に 25チームが出場し、レースを盛り上
げた。特に愛知県は一般クラスを含め
50 名を越える大選手団を派遣。 
ME は 1走で静岡 9位、岐阜 11位、愛
知 12位の順。各チームとも追い上げる
布陣で臨み、2走で静岡が 4位、愛知が
6位に岐阜が 8位に浮上。最後はエース
松澤を擁した愛知が 4 位に、静岡、岐
阜は順位を落としたが、唯一の団体得
点をＭＥで獲得した。ＭＪでは高校生
を含めた愛知 1 が名大で固めた愛知 2
と激しい順位争いを展開し、クラス優
勝。愛知 2 は 4 位、静岡は得点圏に及
ばなかった。 
ＷＪ、ＷＶは東海地区では愛知のみ
でともに 2 位。ＭＶは三重、愛知、岐
阜から 5 チームが出場。三重は 2 チー
ムエントリーしたが、選手変更手続き
が認められず、1 チームのみの出場。1
走では愛知 4 位、三重 6 位、岐阜 7 位

と接戦。2走では三重の小八重さんが快
走し 1 位、続いて愛知 2 チームが順位
を上げて、続く。三重のＶ2濃厚と思わ
れたが、微地形に翻弄されたか、愛知
に逆転を許した。ＭＳは岐阜、静岡、
愛知が出場。愛知の田中が 1 位で帰っ
てきたが、序々に順位を落とし 4 位。
ＷＳは静岡のみ。2走で 3位に順位を上
げたが、最終的に失格。 
ＷＥは静岡が 2 走まで得点圏内で走っ
たが、3走がミスパンチ。逆に愛知は 2
走まで 15位と、低迷したが、12位に入
り貴重な得点 1を稼ぎ、大阪と同得点 4
位に入った。 
  団体得点表 
 岐阜 静岡 愛知 三重 
ＭＥ 3 7 ９  
ＷＥ  ０ 1  
ＭＳ  ０ 3  
ＷＳ ０ ０   
ＭＪ  ０ 6  
ＷＪ   2  
ＭＶ ０  6 5 
ＷＶ   3  
総合 3 7 22 5 
 

新課程によるインストラクタ養
成講習会   10 月 21 日、22 日 
 今回の指導者講習会兼研修会は、
JOAがインストラクター養成課程を初
心者指導に特化したカリキュラムに改
訂したものを学ぶ機会となった。 
そのため、地域や職場でオリエンテ
ーリングの楽しさを広めていただく指
導者になっていただくための講習と、
指導者資格者に、新たな指導法を学ぶ
機会を提供し、資格更新の場となるよ
う開催した。 
 岐阜県オリエンテーリング協会では、
本年度も従来型の研修を計画していた
が、新課程の講師講習会を 7 月に受講
し、1０月の養成講習会に向け、2ヶ月
あまりで募集要項を見直し、広報しつ
つ、ＪＯＡ資料をベースに 100ページ
を超える講習資料を作成し、講習指導
の勉強をしてきた。また、今回の講習
会は、従来、岐阜県単独で行ってきた
ものを、愛知・三重・静岡の各県協会

にも呼びかけ、参加者の募集を協力し
てきたことも新しい試みとしておこな
った。 
 
 14名の参加者が得られ、1泊 2日の
講習を岐阜市の少年自然の家で開催す
ることとなった。 
 講習全体は、「運動強度と心拍数」以
外は、研修室で行うもので、数多くの
演習や問題形式でのカリキュラムで他
の参加者の意見を聞く機会が得ること
ができ、また、パソコンやプロジェク
ターを駆使しパワーポイントによる資
料の説明や地図データ、映像データに
よる視覚に訴える資料をふんだんに盛
り込むことにより、眠れない？講習と
なったと思う。 
 アンケート結果からすると、「地図
についての基礎知識」「初歩の安全管
理」に対しての指導時間に対する欲求
が強く、地図の感覚を理解させるため
には、外に出て、実地としての等高線
や尾根・沢に対する指導も必要とする
意見もあり、また、様々な指導の道具
が提供されているが、現場での系統だ
った初心者説明の方法が具体的に盛り
込まれていない反省点もあった。何も
知らない初心者に、興味を持たせ、オ
リエンテーリングに引き込む、ある意
味プレゼンテーション能力や指導方法
の確立も必要かもしれない。 
 また、今後のオリエンテーリング指
導の展開として、スクールＯに対する
興味は強く、どのように子どもたちの
現場に関われるか、また、アウトドア
関係者、特に山岳遭難に対する対応と
しての地図読みやコンパスワークの講
習を通じ、他団体とのコラボレーショ
ンが図れるかが課題といえる。 
 文字通り「新課程」の講習となった
が、これに満足することなく、今後も、
より良い養成カリキュラムを模索・構
築していく必要があると思う。 
     （文責 牧ヶ野 敏明） 
 
4 月号は以下の内容を予定 
・愛知 OLC 大会 
・第 62 回岡崎市大会 
・OLC 東海大会 

秋、後半のオリエンンテ
ーリングシーズンの模様
をリポート。全日本リレ
ー選手権大会での活躍と
新課程初のインストラク
タ講習会 


